
農林水産大臣 

就任記念特別号 

昭和34年、小さな写真屋に生まれる。 

大学時代は、ハンドボール部のキャプテンとして活躍。 

零細企業に育ったこともあり、中小企業を担当する通商産業省に入省。 

日米交渉や行政改革、地方行政（埼玉県副知事に出向）などに携わる。 

平成18年衆議院千葉七区補欠選挙にて公募により選ばれるも、惜敗。 

平成21年衆議院総選挙において、初当選。3期目。環境大臣政務官、

党副幹事長、党農林部会長、農林水産副大臣を経て、現在、農林水産

大臣として農協改革やＴＰＰなど、安倍政権の最前線で奮闘中。 

〔趣 味〕 ハンドボール、カラオケ、読書、映画 

〔好きな食べ物〕 ラーメン、焼肉（特にカルビとハラミ） 

〔尊敬する人物〕 高杉晋作、原敬、鈴木貫太郎 

さいとう健 後援会事務所（流山おおたかの森駅北口すぐ） 
 〒270-0114 
 流山市東初石6-181-34セレーナおおたかの森2階 
 TEL：04-7190-5271 FAX：04-7190-5272 

発行所：自由民主党本部  定価1部108円（税込）毎週火曜日発行 

住所：〒100‐8910 東京都千代田区永田町1－11－23 

電話：03‐3581‐6211（代表）  ホームページ：http://www.jimin.jp/ 
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さいとう健 国会事務所 
 〒100-8981  
 千代田区永田町2-2-1衆議院第一議員会館822号室 
 TEL：03-3508-7221  FAX：03-3508-3221 
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  ８月３日の内閣改造で農林水産大臣に就任後、１ヶ月を経過したさいとう健衆議院議員に聞きました。 
 
Ｑ．入閣という連絡が入ったときは、どのような気持ちでしたか？ 
 
   さいとう健） 予想もしていなかったので、大変驚きましたが、特段の心の高揚というものはなく、責任の重さだけ 
         をずっしりと感じました。 
          ただ、大臣みんなそろっての官邸での写真撮影の際、あまりに多くのフラッシュがたかれ、目が見え 
         なくなったのですが、そのとき突然、フラッシュの向こうに浪人時代の様々な出来事が現われ、思わず 
         胸がつまりました。 
 
Ｑ．当選３回での重要閣僚への任命という点について、御自身では、どのような点が評価されたからだと思いますか？ 
 
   さいとう健） 自分の評価は任命された方に聞いていただきたいのですが（笑）。 
          ただ、この４年間、党農林部会長として、あるいは農林副大臣として、４０年ぶりのコメの生産調整 
         の見直し、５０年ぶりの酪農改革、６０年ぶりの農協改革等々の時代を画する大きな改革に直面し、 
         また、通商面では、ＴＰＰ、日-ＥＵ経済連携協定、日-オーストラリア経済連携協定といった大変難しい 
         課題に対し、一つ一つ誠実に対応してきたことについては、自負をもっております。 
 
Ｑ．今後の課題としては、どんな点に力を入れていかれますか？ 
 
   さいとう健） 農業については、新しい法律・制度は、この４年間でほぼ固まりましたので、これからは、実際に 
         現場で実を上げる局面になります。 
          日本の農業は、同じことを続けていれば、ジリ貧になるのが目に見えています。人口が減っていく 
         わけですから。しかし、同時に、視点を変えてみれば日本の農林水産物には、大きな可能性があります。 
         このことを政治も、農林水産省も、農業関係団体も、農家の皆さんも共通の認識としてもって、それ 
         ぞれがやるべき一歩を踏み出す。そうなれば、互いの連携もよくなり、共に前進していくことができる 
         と、私は確信しています。 
          加えて、日本の消費者の皆さんに、もっともっと日本の素晴らしい農林水産物に目を向けていただ 
         ける努力もしていかなくてはなりません。これまでの農政は、ややもすると生産者の皆さんにばかり 
         目が向きがちだった面は、否定できないように思います。ですが、日本の農業を盛り上げてくださる 
         のは、農産物を買って食べてくださる消費者の皆さんなのです。新鮮で 
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 さいとう健は、皆様とひざを
つき合せて意見交換ができる
ミニ集会を、活動の原点とし
ております。二人でも三人で
も結構ですので、企画してお
呼びいただければ幸いです。 

 

 
 
 さいとう健は、時間の許す

限り、国会議事堂内を一緒

に案内いたします。何名様

でも結構ですので、お声か

けいただければと思います。 

農林水産大臣 自民党千葉県第七選挙区支部長 衆議院議員 『平成２９年８月４日 千葉日報 19面』 

         安全でおいしい日本の農林水産物は、もっともっと評価されていいはず 
         ですし、食事の際、もう一口だけごはんを多く食べていただければ、 
         食糧自給率は１％向上すると言われています。 
          消費者の皆さんへの働きかけも農政の大事な視点です。 
          水産業、林業についても、ともに豊かな資源を日本はもっているにも 
         かかわらず、その現場は厳しい状態におかれています。これからは、水産業、 
         林業についても今まで以上にその構造改革に力を入れていく所存です。 
 
Ｑ．話は変わりますが、大臣は、憲法改正については、どのような御意見をお持ちですか？ 
 
   さいとう健） 憲法については国会で発議されるものであり、今の立場で軽々に発言 
         すべきではないと思います。ただ、私も国会の一員でもありますので、 
         その立場で言えば、自衛隊が憲法上位置づけられていないのは適切では 
         なく、憲法上きちんと位置づけた上で、その活動をコントロールするのが 
         筋だと思います。また、緊急事態に対処する条項がないという状態が放置 
         されていることも国会として、本当に国民に対して責任を果たしている 
         ことになるのだろうかと疑問を感じています。 

総理官邸でのひな壇写真。 

左端4列目がさいとう健。 

６月に事務所を移転しました。流山

おおたかの森駅北口すぐ、３階建て

ビルの２階です。どなたでもお気軽

にお立ち寄りください。 

事務所移転のお知らせ 

コウノトリが住む貴重な水辺や緑地保護 

の要望書を野田市長から受け取り。 

早くも大臣室に激励に来てくださいました。 

時間が合えば少しだけご案内できます。 平成２９年９月発行 
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やってます。 さいとう犬 
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◆氏名・住所の登録不要。 
◆国政課題、地元の話題について、 
 さいとう健の考えをお伝えします。 
◆返信をすれば、匿名で意見を伝え 
 られます。 
◆ホームページからご登録いただけます。 

あなたのご意見、お聞かせ下さい。 


